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概要 
しんかい６５００が３地点で採取した海底泥を分析し、有孔虫や放散虫な

どの生物の殻を取り出して観察した。水深 6,300m の南西諸島海溝と、熱水
が噴出する水深 1,500m の鳩間海丘の海底からは有孔虫の殻が全く見られず、
ここが炭酸カルシウムの有孔虫殻が保存されにくい環境であることがわかる。

カイメンの骨針が鳩間海丘周辺に大量に見つかったが、その理由はわからな

い。伊豆半島に近い初島南東では有孔虫の殻が大量に含まれるほか、陸域か

らの SiO2の流入によってケイソウも大量に生息していることがわかった。 
 

はじめに 
2007 年 1 月に雑誌 Newton が誌上で企画した「深海実験室」の中で、（独）海洋研究開

発機構の所有する有人深海調査船「しんかい６５００」が海底に潜行し、我々のリクエス

トに応じてくれる、という機会があった。ちょうど砂中に含まれる有孔虫など生物殻の研

究をしていたところなので、海底泥を採取してほしいと要望したところ、３地点での海底

泥サンプルが送られてきた。この入手した海底泥サンプルを用いて、研究を行った。 
 

  
海底泥を採取した 3 地点とそのサンプルの状態（透明パイプ中に保存） 

   

鳩間海丘 

水深 1526m 

● 
● 琉球海溝 

水深 6370m 

   ● 

初島南東 

水深 1263m 

 



 

   

方法 
１．海底泥サンプルをスパチュラで少し削り取り、内径 0.1mm のふるい上で水洗する。
こうして泥粒子を洗い流し、生物殻のみがふるいの上に残る。 

２．ふるいに残ったものをシャーレに移し、実体顕微鏡で観察する。 
３．見つけられる生物殻について、形から分類を行う。また個数も数える。 
 
結果 
No.998  （南西諸島海溝 水深 6,370m) 

 
ケイソウ？（左）と放散虫（右）  放散虫  ケイソウ？（左）と放散虫（右） 
 
No.1001 （沖縄トラフ鳩間海丘 水深 1,526m） 

 

ケイソウ？      放散虫       ケイソウ？    カイメン骨針 
 
No.1003 (相模湾初島南東 水深 1,263m） 

 
有孔虫        有孔虫       有孔虫       有孔虫 

 
放散虫        放散虫       ケイソウ     カイメン骨針 

 



 

   

NO．９９８ NO．１００１ NO．１００３

その他 ナマコ骨片

その他 海綿骨針

ケイソウ その他

ケイソウ 舟型・三日月型

ケイソウ 箱型

ケイソウ 三角

ケイソウ 四角

ケイソウ 円盤型

放散虫 三角形型

放散虫 球状・大型突起が少数

放散虫 球状・短突起が多数

有孔虫 その他

有孔虫 パイプ型

有孔虫 浮遊性

有孔虫 ふさ状
 

 
 

考察 
Ｑ１．有孔虫が Ｎｏ．１００３ しか存在しないのはなぜか？ 
 有孔虫には海洋中を浮遊して生活するものと、浅い海底で生活するものとがある。深海

底の環境は低温・高圧で、水中に溶存するＣＯ２濃度が高い。そのため、有孔虫の殻を形

成するＣａＣＯ３は下記反応によって溶解してしまう。 
  ＣａＣＯ３ ＋ ＣＯ２ ＋ Ｈ２Ｏ → Ｃａ２＋ ＋ ２ＨＣＯ３－  
Ｎｏ．９９８は南西諸島海溝という水深 6,300 メートルの深海にあるため、水温が低く

水圧が高い。よって上記の理由で、ＣａＣＯ３の殻をつくる有孔虫が生息できず、浅海か

ら落ちてきた有孔虫殻も溶けてしまうと考えられる。 
Ｎｏ．１００１は鳩間海丘といって、海底から熱水が噴き出している場所である。ここ

では、熱水により海水が酸性になり、ＣａＣＯ３の殻が溶解してしまうと考えられる。 
Ｎｏ．１００３は水深も 1,200 メートルと比較的浅く、酸性の熱水も噴出しないため、

ＣａＣＯ３の殻が溶けることなく、たくさん存在すると考えられる。 
 

Ｑ２． Ｎｏ．９９８ で放散虫（球状・短突起）が多いのはなぜか？ 
放散虫は有孔虫と違ってＳｉＯ２の殻を持ち、冷たい深海でも安定である。ここに浮遊

性の生物殻が積もるとＣａＣＯ３の殻は溶けてしまい、ＳｉＯ２の殻が残ることになる。

放散虫殻・ケイソウ殻・カイメン骨針・ナマコ骨片は全てＳｉＯ２である。 
放散虫には Actinomma boreale という種類があり、この種は球状で

短い突起を多数持つ種である。この種は深海の低温で酸素の富んだ水

塊に生息している。このことから、深海６５００メートルの深海であ

るＮｏ．９９８には、こうした種が多く存在すると考えられる。 
 
          右：日本海の Actinomma boreale（板木拓也：   
           http://www.nihonkaigaku.org/06f/i060401/t2/t2.html より） 

 
 
 



 

   

Ｑ３． Ｎｏ．１００１ にはなぜカイメン骨針が多いのか？ 
Ｎｏ．１００１の鳩間海丘は熱水噴出域で、熱水という特殊な環境に適応する生物群集

が見られるが、カイメンが含まれるという報告はあまり聞かない。恐らく、暖かく浅い海

域に存在したカイメンが、死後はＳｉＯ２の骨針だけとなり、沖縄トラフに落ちていって

堆積したと考えられる。あるいは、Ｎｏ．１００３ にもカイメン骨針が同程度含まれるに
もかかわらず、ＣａＣＯ３の殻を持つ生物殻が非常に多く、カイメン骨針の割合が下がっ

てしまっているのかもしれない。 
 
Ｑ４． Ｎｏ．１００３ に多く見られるケイソウ（円盤型）とは何か？ 
円盤型のケイソウはとても種類が多いので、これは一つの種を表した分類ではないと思

われる。Ｎｏ．１００３は陸から近く、ケイソウの殻の材料となる溶存ＳｉＯ２が陸域か

ら河川を通じて流れ込んでくるため、ケイソウが豊富に存在すると考えられる。 
 
謝辞 
科学雑誌 Newton と JAMSTEC（海洋研究開発機構）には、企画｢深海研究室｣にて、深

海調査船｢しんかい 6500」によって掘削された貴重な海底泥サンプルを我々に提供してい
ただきました。ここに感謝申し上げます。 
 
 


